
【
控
え
室
か
ら
】 

被
爆
者
の
願
い
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
を
」 

や
ま
べ
ひ
ろ
し 

 
 

共
同
通
信
が
全
国
の
被
爆
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
日

本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ
き
」
と
の
回
答
が
８
割
の
ぼ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
て
１
年
。
条
約
採
択
に
よ
り
、

核
兵
器
の
依
存
や
核
抑
止
の
放
棄
を
現
実
の
政
策
と
し
て
議
論

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
６
月
に
行
わ
れ
た

史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
は
、
核
戦
争
の
危
険
が
大
幅
に
減
少
し

た
と
い
う
意
味
で
核
廃
絶
へ
の
大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
平
和
の
激
動
の
も
と
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
各
国
の

署
名
・
批
准
の
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は

不
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
条
約
に
背
を
向
け
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
地
方
議
会
で
は
政
府
に
対
し
署
名
・
批
准
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
が
約
３
０
０
に
も
上
り
ま
し
た
。 

 

長
年
に
わ
た
る
被
爆
者
や
多
く
の
市
民
社
会
の
運
動
、
そ
し
て

歴
史
の
積
み
重
ね
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
と
結
実
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
、
国
連
で
の
採
択
に
反
対
の
立
場
を

と
っ
た
日
本
に
対
し
、
多
く
の
被
爆
者
の
皆
さ
ん
が
、
条
約
の
署

名
・
批
准
を
切
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。 戦

争
被
爆
国
の
政
府
と
し
て
、
条
約
の
署
名
・
批
准
へ
の
責
任

あ
る
態
度
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政・県政懇談会ごあんない 

 9月議会に向けて、下記のとおり市

政・県政懇談会を開き、市民のみな

さまの率直なご意見をお聞きしたい

と存じます。 

と き：８月１６日（木）午前１０時より 

ところ：県民交流会館パレア 

        ９階会議室２ 

 どなたでも参加できます。 

多数のみなさまのご参加をお待ちい

たします。 

 

 

メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 

ＨＰ：共産党 熊本市議団  

 

熊本市中央区手取本町１-１ 3 階  

検索 

昨年度、築 36 年経過した本庁舎

について、現行の建築基準法に基

づき耐震性能評価が行われ、今年

6月にその結果が公表されました。 

 本庁舎は、1981 年の新耐震基準

施工前の 1979 年に設計完了し、着

工した建築物ですが、建設大臣の

認定を受け、新耐震基準への適合

が確認されている建築物です。 

 

しかし、その後複数回の法改正

で、本庁舎のような 60ｍを超える

高層建築物の法的な安全性検証は

厳しくなっています。 

今回の耐震性能評価では、本庁

舎が防災拠点施設及び一般施設と

しても基準を満たさないことが判

明しました。 

 

ＮＯ．１１０７ 
２０１８年 8 月５日号 
電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

 

市役所耐震性能不足  建て替え問題は市民的論議を 

 本庁舎耐震性能評価で、防災拠点・一般施設として基準を満たさないことが判明 

     

耐震性能確保のための方策の検証と、市民的議論が必要 

  耐震補強を含めた改修が必要と

なりますが、60ｍ超の高層建築物

の構造改修は、国土交通省大臣認

定の取得が必須ですが、この認定

に必要な大規模な増杭の施行が難

しいことも判明しました。今後、

防災拠点となる本庁舎整備の方向

性を論議しなければなりません。 

 

耐震性能評価は、（株）安井建築設

計事務所に 7360 万円で委託された

ものです。 

 今後、性能評価の検証を行うとと

もに、建替えとなれば建設費だけで

も 300～400 憶円もの大事業となる

ために、市民への丁寧な説明と全市

民的論議が必要です。 

。 

 

【想定される手法の比較】 

① 現地建替え 

供用開始まで 10年 

建設費・約 410億円 

 50年のライフサイクルコスト 

約 1020億円 

② 別地建替え 

供用開始まで 7年 

建設費・約 340億円 

50年のライフサイクルコスト 

約 970億円 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

日本共産党 市議会だより 2018 年 8 月 5 日号 

国民健康保

険などの医

療保険料

20%

税金

19%

介護保険料

17%

医療費

10%

食費

8%

光熱費

7%

年金保険料

6%

震災からの

復旧費用

4%

家賃や

住宅

ローン

4%

教育費

3%

その他

1%

保育料

1%

負担が

重い

70%

ふつう

16%

国保以

外の医

療保険

10%

その他

2%

負担が

軽い

2%

値上げ

すべき

でない

65%

引き下

げてほ

しい

25%

値上げ

しても

かまわ

ない

5%

その他

5%

Q．負担が重いと感じるものを選んでください（４年前との比較） 

Q. 国保料の値上げをどう思われますか？ 

Q. 国保料の負担はいかがですか？ ■寄せられた声 
 
・国保料の値上げについ

て：命に関わる問題は国が

責任を持ってやるべき。軍

事費等を減らせば何とか

なりませんか？ 
 
・市町村によって保険料が異

なるのに疑問を感じる。熊

本市は政令市一番の高

額！法の下の平等として、

全国一律であるべきと思

う。 
 
・娘は障害者ですが 3 割負

担は大変です。 
 
・バイトでは国保料をまとも

に支払えなくて病院に行

きたくても、考えてしまい

ます。 
 
・減免打ち切りで生活が苦し

い。岩手のように継続して

ほしい。 
 
・中学生になると医療負担が

あるので、歯科など定期的

な健診に行けない。現在の

医療費補助は少なすぎる。 

 

 

 「負担が増えた」と感じる

ものの項目では、医療保険

料、税金、介護保険料、医

療費とつづきました。 

 国保料、介護保険料は本

年度からさらに値上げとな

り、もはや負担の限界を超

えています。子どもの医療

費も制度見直しで窓口での

負担が大幅に増えました。 

 「住民福祉の向上」が求

められます。 

■寄せられた声 
 
・３歳以上の医療費負担が大変。毎回同じ病院に行くのではない

ので多いときは月１万以上かかる。 
 
・母の介護をしながら 3 人の子どもを育てています。5 人家族で

すが、持病持ちが２人。医療費の免除がなくなってさらに苦し

くなっています。 
 
・耳鼻科、歯科に行きたいが負担が高くて治療もできません。 
 
・介護保険料をわずかな年金から天引きされる。81歳になっても

介護のお世話にもなっていないが、引かれた金額はゆうに 140

万。せめて葬式代に５０万ほど払い戻しを願いたい。 
 
・税金が軍事費などにむだに使われ、福祉に使われていないので

払うのがいやになる。 
 
・体が疲れ通院が多くなり交通費医療費が高くなり年金での生活

が苦しくなっています。 
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